
令和４年度医学部臨時定員増による地域枠設定について 

 

◎ 医師確保計画における必要医師数等   
 

○ 令和２年３月に策定した新潟県医師確保計画において、将来時点（2036 年度末）

の不足医師数である必要医師数※1,534 人、年間不足養成数 109 人と定めたところ。 

 

   ※「必要医師数」は、臨床研修医等の確保などの対策では埋まらない必要な医師

数として、大学に地域枠・地元出身者枠数を要請するための上限の値であり、

「年間不足養成数」は、１年間当たりの上限の値 

 

 

◎ 令和４年度の地域枠拡大（報告）  
 
○ 令和３年９月１日の地域医療対策協議会にて、令和４年度医学部臨時定員（地域

枠）に係る入学定員増について協議 

○ その後、国のヒアリング等を経て、令和４年度の地域枠については、次のとおり

拡大することが国から認められた。 

 

＜新潟県の地域枠設定状況＞ 

 
R3 R4 R4-R3 

修学資金貸与額 

（６年間/月額） 

新潟大学 27 名 33 名  ＋６名 1,080 万円/月 15 万円 

順天堂大学 ２名 ２名   

2,160 万円/月 30 万円 

関西医科大学 ２名 ２名   

昭和大学 ２名 ７名  ＋５名 

東邦大学 － ５名  ＋５名 

東京医科大学 － ２名  ＋２名 

杏林大学※ － ２名  ＋２名 3,700 万円/月約 50 万 

合計 33 名 53 名  ＋20 名  

   ※ 杏林大学の地域枠は、新潟県厚生農業協同組合連合会と連携し、卒業後の勤務先の一部

を厚生連病院への配置とする。（県と新潟県厚生農業協同組合連合会で修学資金拠出） 

 

◎ 今後の方針（案）  
 

地域医療対策協議会での協議を踏まえて、必要医師数(年 109 人)の確保に向けて、

引き続き、新潟大学や他県の大学と連携して地域枠の拡大に向けた取組を行う。 

 

 

 


